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 要  旨 
近年，計算機技術やプロセッサ技術の発展により，高価なスーパーコンピュータをはじめ，複
数のプロセッサを搭載したシステムやひとつのプロセッサ内に複数のコアを持つマルチコアプロ
セッサを搭載したシステムなど，様々な並列計算システムが用いられている． 
並列計算システムの普及に伴い，並列プログラムの必要性が増加しており，効率的な並列プロ
グラムの作成を支援するための様々な方面からの支援がますます重要になっている．そこで，人
手による並列プログラムの作成を支援するシステムとして，並列化に利用される膨大な並列化支
援情報をプログラマに提示し，並列化作業を容易にするためのインタフェースをプログラマに提
供する並列化支援ツールが研究開発され，実用化されている． 
並列化支援ツールの多くは GUIを採用することで，グラフィクスを用いた視覚的にわかりやす
く整理された形でのプログラマへの情報提供と，GUIの操作によるツール上での効率的な並列化
作業を可能にしている． 
一方，対話型 OpenMP プログラム並列化支援ツール iPat/OMP は，人手による並列化を支援
するために並列化支援ツールが備えるべき本質的な機能だけを，幅広い環境で簡単に利用できる
ことを目指して開発された並列化支援ツールである．GNU Emacs上の拡張機能として提供され
ているため，逐次プログラムの並列化とプログラムの編集を同一のエディタ上で行うことができ，
作業を中断することなくスムーズな並列プログラムの作成が可能である． 
しかし，iPat/OMPではエディタの画面をツールのインタフェースとして使用しているため， 
GUIを用いた多くの並列化支援ツールならば容易に行える，グラフィクスを用いた視覚的にわか
りやすい情報提供が困難である．膨大な並列化支援情報は全てテキストとしてエディタ上に提供
されるため，並列化支援情報を把握が困難であり，必要としている情報を利用するのにプログラ
マは大きな労力を必要とする． 
そのため，iPat/OMP には，並列化支援情報を効率的に利用し，スムーズな並列化作業を可能
とするようなグラフィクス機能が必要である． 
本研究では，対話型 OpenMP プログラム並列化支援ツール iPat/OMP において，並列化支援
情報を効率的に利用し，スムーズな並列化作業を行うために，どのような情報をグラフィクス表
示し，またどのような操作を GUIから可能にすべきか検討を行った．そして検討内容をもとに，
iPat/OMPの並列性解析機能の解析結果を視覚化するツールの設計および実装を行った． 
